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(I) 易貿の米の界世
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Ⅰ　戦前の米の貿易パターン（以上本稿）

Ⅱ　大戦後の変化と展望（続稿）
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しか期待しえないことであるといえ主うじ

イギ 1）スを中心とする丙欧諸国の内由貿易体制

の発肢が，米の世界貿易山初期の発展にたいして，

ヨーロッパの米輸入＝高室長の未曽右cl)J法大企介し

て，きわめて大きな役割を巣たしたことは否定で

きな，， ＇事実であみ しかし二士内需要の特質からし

ても 主食小麦に代将ょするも山ごはI.,','

また第 I次大戦後の自向貿易の後退にともな，》

て‘ 米の貿易におけるヨ一口ソパの承認度はし j三

、l二低下した r し！Jミし， 世界の米の貿易(.t＇，、ぜん

38 

ε1ぐtJJ:k/1頃［11］全i ,J王L / 

ヨ一＂ヅノ Jに11よd 〉た者はアジア諸！Ji)であ d ，たり

(2) アジア諸同の人口増加左国内食糧生産のア

Lパランスの拡大

Jlj jll：紀山－,K葉かん 111:wの米の輸入市場と Lnr 
4, ,ii：’嬰t(J也f友会 11ich I~ 1》のl上γンア ，／）諸i主l, -4-/1、

;l) ! I IJ ~,:, 中［J.[, ( / 1；、， e主人i二I＇イロン， ・/ l 

- C ( ("¥11/JUJ ｛ギリス綴7 レー）， ｛ ンド 7、シア

（、1¥1!寺のオヲンダ傾fンド）， 7ィ！！ピンであ J I fこn

これ「》諸同の米の輸入にかんする古い記録i土利用

できなし、が， 20IU：紀初頭の統，1十によれば， J長輸入

1¥l時ELてこれらのアジア諸l±Iがすでにヨ一円、ソ

ノ、を妓い亡し、たことは1gJらかである。第 l去によ

れば、 19（ゆ～13年三時で世界総輪入の約!'12u／，，をア

シfが， 士た：iI 'Y,，を：1-ll 、ソパがIr！めていたυ た

t' tこの交の数三下lこはヒルマからインドへの輪It¥

［；＼ 全元めていなL、から，これを i114際貿易J,1::し

て（t算すれば， γ ンアの輸入；t;1Jf~ （土庁よJ6 ;¥1］にi主寸

ゐ h ]l；＂したカ‘ぺて i吐界の輸入市場の約9主1］はア

ジアとヨ－ rrツノーにあ J》たとし‘えよう。

ヰ＜：；よ数千年来アジアの住民の主食糧としてつく

られ、 い！に上 J Pては ＼1」内市jj｝に広く流i虚していた

が， f}J）克をこえて仕；i際商品としてi世界市場で大量

に取，；1される上うにな，〉たのは 19世紀後半か（I(/)

ことである。 i与i際取引の発民の初期にはヨ一戸、ソ

ノ：Ji場 c六需要）が先導的役割を来たし， 19世紀末
葉かん急速に拡大したアジア諸1Iヨの輸入需要がヨ

ーロヅバに代わ•）てその後の米の世界貿易の拡大

を I) 1ょした（第I, 2夫参照），アジア諸問の輸入

i；主要を拡大させた要因は次のように考えられる。

」般的にいえば， 19世紀後半からのアジア諸同

の経済発展の過程におレて， 米（ならびにその他の

食椛穀物 L、も績もためて）の1:t］内生産（位）どそ
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にはj汁ミかであったが）。 i亘p、i産の米にたよるよりは
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輸出に特化オることによ.）て進展した時代であ
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他の作物 とくに輸出向け作物はなお大きくf1!1

びた。この間にインドの人口は 22%以上も附加し

た（化16〕。こうし、う状況のもとでインドは‘ 20世紀

初頃からピルマ米の輸入をしだL、に増加lLはじ

め， 19＇.），（）年代：.－＿ ftHl吋多民；の品，¥i,輸入を必要とすみ

ようになり、三んにIリ：io年代にlt :-d〕品企レ／パ：令

う増加して［!'i（）～20()7jトンの愉入主；J；した（.I 17）九

インドの場ii', ！諭II＼農産物生産への特化のilJ.¥f',1.

は先に見た諸国〔プランテーション，1，心の特化）ほ

ど特徴的ではないが一一小農民の伝統的農業への

荊rW，作物導入という方向でより多く股間されたが

，やはり比較的有利な熱帯農産物のlVi!i'~に特

化してゆくi品程を進んだといえようの また二とのこ

とがインドの食糧とくに米の需給関係に Ij－えた影

響につL、ても， 相似た結果をもた「〉した。インド

でもいー｜内t可給に強く指向する政策はとられなかっ

た。 むしろヒソレマからの輸入米を用力llするに主か

せて同内農業は輸出1<'1］なL、しj1siJ)']ii jJ坊！11］にftt'i止’校

制以外の作物を増産する方1{1］にjfuんだ。

インドの場｛tも先日〉諸＼ii］と同じく， 米の輸入話

裂の明大によ〆》て， ビルマなど 3人J米輸出｜』にむ

ける輸出1<',Jの米生保～の特化に大きなyilJ倣（，：－ Ij.え

たと k、えようの

インドの米の輸入需要は， 絶対量としぐは大き

いが，食糧穀類の¥J1内生産量に比べでは 1930年代

でも 2%内外にすぎなかった。 これと，インドの

食糧穀類生産の天候による不安定性とを考え介せ

るならば， インドの輸入需要の年変動の大きな事

実を説明できょう。またインドの米の輸入量は，

国内の食糧穀類とくに米と小麦の収獲変動， さム

に輸出米価iの変動と密接に関連して動くようであ

るCli18〕〔先に見た諸国に比べれば，インドの米輸

入の価格弾力性は高u、〕 η

川中＼1<！の米の輸入の増大は， 191J持品、らk、rn

海地帯に発達した諸都市や北部の諸都市の米消費

の閉加・人口の増大にもかかわらず，米の国内生

産は政治・社会不安， 戦争の連続による生産施設

の荒廃のためにほとんど停滞したこと， さムに同

｜人JO）運輸・流通も円滑に動かなかったために，米

h'i宅t’地帯への供給itiTl内1平米の移『i)Jtりも海外か
れt川輸入のほうが心しろす手易といったτ判古に上っ

て促進された（ • i 19）。中＼JヰのJjJ合には，先に比た東

南アジア諸国とちがって，米輸入需要の拡大は11,1

際分業の進展によるところは少なかった。むしろ

経済外的諸要因による中国農業における食糧穀類

（とくに米）の生：：Ni：’性｛亭j帯と人口明力Hとのギャ、ソ

プの拡大によったと見られよう。

rf1 I工！の米輸入は， :i,i';2表に見るように， 20l[t紀

初明から不規則的であるが，急速に増加しとくに

11む（）年代かムHJ30年代前半期にかけてW：界の輸入

t1i場で、il本， インドとならぶ重要度をもつにし、た

ぺど〉その輸入は古くからフランス↑ITTインドシナ

からの輸／JI米の大きな部分を占め c.，加うその米作

ω発展に不可欠のr¥i：場であった。中｜ドlもまた他の

京市アジア諸国と同じく，米の輸入は無税・無制

限であった。 また世界第 lの米の生産量をもちな

が九‘米の輪／］1は厳摂政策をとってし、た。米輸入

駄は，インドと同じく，絶対量は大きいが，！kl内

生産量に比べれば2%にも達しなかった。 このこ

とは輸入量の年変動が不規則的なことを一部説明

するであろう。米側iと輸入量との関連も明確では

なかった 0121)。

（ニ） 米輸入市場として日本が注目されはじめた

のは1890年（明治23年）頃からで(IJ22), 1900年（明

治33年）頃には全く純輸入国となり，その後も第2

次大戦前まで輸入量は急速に増加した（第2表参

！問。この過程でーーとくに20世紀初頭から1920年

代平頃まで一一一米の国際市場の拡大に東南アジア

41 



1971050044.TIF

浦岡‘ 中同，片 t(「、んで大きな役官1］をも＂） tてのであ

るの

日本の米輸入の増大現象の背後にあった事情は

IJ;JI l；うなものであった J

l,'17＇）～ 19（削年（明治12～・1'.c；「，I/¥H II f、の米{1：百Ii積

I: I) l川こ IIi＇｝；，の増 1JtH・ t＼／川、イヵ・：， ,¥7，稀己主

良・ Ii日巴与と技術進歩によみ）託収の新：L¥、tnfJIII"-

上って，米生産量ll( 》i~% も併1びたのし／J 、 L ;'~\;.'{! t仁

人口:Wl加，者l¥ifi化， 雑穀から米への主食の転換に

上って， 米の消費は生産の伸び以上に大きく朋加

しど このギャッフ。を埋山ゐたt業～i二iパ(J（）年代いら

L、11j<i上しだいに大きく納入タト米に依存するよう

ヒ。政府の関心乞こ山IL'iJり！にIt，米側iの維

持，t：〕ιむしろ下層階級にたj・）る安filliな米の供給
にあった。 1897年（明治304'〕には米は無悦で輸

入されることとなった。 日露戦争時に 11tびflh、財

政関税が復活されたが， 1911年（IYJ治44午〕の｜式lff

士明機として関税がiJI I一げられど、ヒマ；土， 保；1華料j

fl~ モ l11'むとするものでいなか Bt・. '. i:1・ 】 ＇Vなくと

j,二<Jillt期にかんしていli本：r, ;1じir 見t：アジア

,') ・＋ミ愉入諸国と同じく， fも庁発Jl<l(I：装化hF，びiニ

行Bili化〕過程：における食艦（不JDIHH舗の処理を＇.，

米の自由貿易の線に沿って行な什たといえ上う

（もちろんH本の場合には他のアジアの米輸入諸国とち

が円で，国内米憎産のための諸政策が比較的に強力に並

行して行なわれ，その効果ιfl！、＇1大雪かった土いうl.U二

川立すJこきではあるが）。

し方、しこの方向は日本の米紋政策の歴史から見

れば例外的なことにすぎなかった。

「日本の過去の数十年間の農業政策の核心は，

主食ことに米のための政策であった。その場合

に意識の中心となったものは，米の自給カを尚

治て国民の需要を自足せんとすゐにあった。そ

しと Jとのためには他ωあ，・，ゆる I¥！占をおさえて
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tをたほどであぺたn ......そしてその向給向足を

11本のJJLJつの島のなかで達成しようとすらねじ

われていた。・・・・・・しかし国内の需要の増加（人口

J'il .I・一生活.（＇；＼／＇,tの上昇による米食のJ1;,)1J11）には II］内t!.

¥) ('I !J:_1）（では応仁切れなくなり， J ぺ、に米騒動

々切伐JLて，植民地（朝鮮 ii'汚） υ＇ii｛米増殖
,,1-ii~I を実行せ主、るをえなし、ことにな円た（大.iEIJ 

if., 1920年）のことに拡大された範聞に7主たがる

i'l給（I匙の観念がなりたち， 日本稀の米の増産

によって，このねらし、は実現されたο1930年以後

什民業恐慌期lこは……過剰米にrLieノfγ・・｜

ごのり1rnのうちに，第1次 111：界大戦後のfl本の

米投政策とその展開はきわめて適確に集約されて

いるわただ， 貿易政策面で朝鮮米の移入は無税と

され， いわゆる外米には輸入税が諜されたことを

付加えておこう（ii25) 0 

な＇； '.' N.仁不した日本の輸入1去はう いわゆる外米

と判的・ f ，汚からの移入米の ｛，｝~：であるが， これ

f，化分けて見るとれ本の輪入市場の特殊’げが明人

かit大jL仁＼第3表がそれであるい

第H健 II本の米輸入の構成（1903～1937年）

1903～07年
（明36～40年）
]IJ08～12守一
uり141～大 i年）
]91'.1～17'1 
（大2～6年〉
J9L8～22午
（大7～u'fJc)
1923～27＂ド
（大12～U(J2年）
1928～32年
（昭3～7年）
1933～37年
（昭8～12年）

11.s I 62.6 I 25.7 

2.s I 61.9 ' 35.7 

〔ttl万！？〕 斎藤一夫「世界の米穀経済J （『アジア経
済』， Vol,10, No. 11，昭和44年11月〕， 5ページ，

；む lwにEる。

I i本山{li'iJ'(j也（朝鮮・台湾）かムのft入米が総輸
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入にi'iめる；1,'.!J;';: t Iりjif; jミ｛I：・か九人.ii:l () q：頃にかけ 点であるのこの／（＇こ’川、て fンド会見れば，観企

ては約.1()＇＼，～ ;i;i＇；（，で A’） . 2たが，そしつj:¥;:. 産米i悦;1it'i i’Y.J （.ニi上も九ろんのことどが， 実｛半以0（ニホピルマ米

"1n11J方市トj的写jLてからわず／.i‘10年間iで約!-I/ii］をよ 土他｜主！の〉十ととの［首Hこイン 1~·1 4内1h場は無差別に｜刻

めるにいた）た＇ ii日和初期には外ヰヤ＼れ依fがごれ土 放，＇.;/ lてし、たれ流通するうt(f，上、 1J-L世界的江市場十t:

I jずかf－こ 1 g,J （俗的人のり九）に F, /:_. 1¥/iJ(J也；：七 を仁ず Jfこ米であふ二とも， i11 -4,;手電しり米iどじ治、づ

で IfJ；大－~AI ：三純［!)1（二七た山、心 II i本市川／）；れ ていに＂ ::. AL，・，，，／）／λi i、’jじに見t:.it!v，アシアのうた輪
市；！＇IJ止山jl :, ,. '/J:・tf見、日 j lよご れ二ふう Lかι 人，，1H11:・ ，，、ども fン Ii土，J;:A ' ,・' h ／；、.'Iて＂ ，，、L、

こ(IJ1・1付1・1.1己政策itI i本舟［ト｜内部＼f.こLか11ilgを：も かえれば， インドか心京市アシアさ，・，rこi!11"1にわ

たない「Ii本f誌の米iの湘産によ〆〉てjftlit主れよ三〉 た＜＇.，アジアの米輸入 m湯l土， ビルマ・タイ・フラ
さらに， fl本i:l：とtit民地（防鮮・台湾）むは，こ ンス ；，Qインドシナの供給するいl質的な米の14出）｜｛

山｜司質的な I~I 4三種の米」の流通は無役・無制限 土砂であ•＇）たわこれと対照的に， Fl 本本土と朝鮮・

であ石のにけして司 呉質的心外米山流通：.t輸入税 台湾とは、この3地域にしかTti場件ーをもたtn、Iii 

・輸入制限ゾ）l:/-iこえなければな入江か＇） tこ＂ 本干l)i:（／）米！の「保還された共同市場jであった。

第三六に上.＇亡見るかぎり苛 I i本（／）米輸入は111 i下！fl内：十三はアジアだけでなく欧米市湯に弘広く流

｜際市場で大き／仁役；1;1Jをれ.＇たといえるが， それは 通したが‘後者の米は日本帝凶内部にその流通を

I i本が帝l」，］1Jq 1・1給 11足政策を土石 iゾ心[jn I時期に〆》 ほとんど限定された3 これ「》二＇） 0）米の市場・流

いては：lぼを，／）とおりでA勺るのしかL、少なくと 通闘のIf';/JX.l品程i：にすでに述べた上うに， Aつは

t 1山oq三代（大no年iを）か，・，第三次大i被1下iのII与－WJ Jt1111：紀後＇I川、らいのヨーロヴパを中心とする世界

に， J＇、：：：，士、 ぞれItL寸，1.fI見せ品、it : i • i !' !c i下jtr_ !'1由貿易・ l:kl際分業化の展開に先：岐に関係し

いと｛） Jをえ「，htう よ三んに守 本怖にかかげたがt t・ す，vl ( 11本帝同以外のアジア，さらにヨーロソパdi

ぃ｜数十：／：けに／川、て見るtc,・, If, 先に見たインド iよJ入 ιう Aつは、米の「i給 t'IJt:主義のもとで強JJ

山主＼.yf「l. i r、 ！こル J /J、んの輸入主： i!1~1人ntil づけど t( ir11比・｛栄進止女mに上〆》たもの（ γ ~l 本常［対 r[ilt);)

みなしと「愉人」に計 l：してL、なレが、 II；＼＞：び）)),; として tlf'~－/) it F，れようれ

{tiこけit, 1,;Jじく l凶内It{,;I」とみなさjLうる，；yJ 11桁ril宮市場は， 他から「孤立化jすると［1可i昨年
鮮・台湾米の干名入を iij治入」二Jfj際的取引土して に’？i'ill二i内部ではあまりにホ街接に結びつけムれて

,,J I：して」、ζ〉へ この，＜，＇，（ il:本悩で；土 rン｜；・ 1’ルヶ レたために， ll/1干ti初期の朝鮮・台湾の産米市殖，n-

間取引きを， iJ寸、げた統計数字からはなれて取り ！日Jiの成功・帝同内向給自足達成の喜びもつかの間，

扱っfこから、 イf的な見方（11本山米総入計、＇ii)'..j的に 続く農業恐慌期には過剰米問題に当出して，これ

j品大評価）をしたとは考えtぃ、 「見せかけ：とも を本1元！対植民地問題としてではなく両者を平等な

汚えられる、す〉ろ一つの｝＼i士守朝鮮・台湾がH本 ものとする「同内問題Jとして考慮せねばならな

の「tll:大さjLた範｜肘」で｛／〉米山山給自 1{1ぷとして， Lイ波Hにおちいり．日本本土の米穀・農業問題の処

たんに観念としてでなく， 実質的に fl 本本上と~~ mをいっそう複雑化し難かしいものとした（ii26¥ 

在日lj同等の経済的流通性をも九，第九11.J，こ対して ]9:lO年代不況期に，他のアジア諸国市場の輸入

ir[11] ・cl）貿持政策にヒる慢に’J「「,AlてL、k土L、う 停滞・減少に勺而して， フラン？，， ｛ギリてなど
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米に対する関税，輸出入制限の導入・強化，閣内

米・食樋生産の保護助成政策の採用， 白半合自足政

策の強行といった方向に米の輸出入国ともに，そ

れぞれの同状に応じて緩急の差を示しながらも遊

まざるをえなかったのである。 これらの政策じた

v、ポ， それぞれの国の米の国内需給の実状・その

経済的あるいは他の諸要悶によ～て規制されぞ〉三

とはも t，うんであるが，地にまた政策か｜遁内需給

や米輸出入に大きく影響ずるということを留控寸

べきであろう。 1930年代における世界の米の質劫

にがんL-c, こ（.＇）後者トの Ml面をここでは注目した

。
）
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oqo t
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：択の輸入需要（貿易）にマイノト〈の；戸博を与え

た要因は， これらの直接的諸政策だけーではなかサ

たJ 早川，1920年代に始士り l!):lO年代に頂点に注

した種々の国際商品協定の影響合想起すべきであ

／，示。一1ム，茶，砂糖噌二I一七一，スズなどし、 jA1ノ

十、 白山貿易体制のもとでそ4[(, ，｝）生/If{c')特H'，に

より発展してきた東南アジア諸国 ヒイ口ン，

I口減－＜ L• ー，南口氏インド，フ f I）ピン ーをi1I、

め西インド諸島地域， 南アメリカ諸国の経済を支

えゐ重唆：輸出ιである。 Jとjl, C》iii際商，＇，

不況期における｜調際協定による生産．貿易の制限

は， これら諸！叫における当該商品の生産にかか，わ

る資源利用の縮少・転換をもたらし， ひいて米の

輸入需要減少を結果した（ 1,37）。

1929 "l・恐慌を契機とするこjL ん諸凶における米

輸入需要の減退， 中｜主｜のーとれの停滞，さらに日本

山［外米；1輸入，｝）激減i士、 そ~ 1 ，・＇の首 jJ誌にほとん

ど依存して発展してきた東南fジYの；1大米輸出

｜引の経済を危機におとし L、れたJ こむがえんに米

の世界貿易だけでなく，先に見た国際商品全般の

1面したli¥J題であったことはいまさらいう必要t

ないことであろう。
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自由貿易体制下の多角的貿易・決済に多くを頼

りえなくなってきた当時として， この問題への対

策は， 一国単位の保護貿易政策，商品単位の闇際

協定， さらに植民地と本国とを合せて一単位とす

るいわば、「帝閣内市場J確保のための銘政策であ

qたといえよう。米の国際市場狭少化への対策と

しては、国際協定以外の二つが採られ，とく；こ！帝

国内市場」確保への傾向が30年代を通じて著しく

1仁ったといえる（他の！？台，＇11＇.についても「経済ア矛口ソヴ 1

Jf豹J比への傾li'1JI土みられたが）υとくに米の場合には，：i

k輸 /l¥ J1.Jのうれ二つJ.C:がイ干リス（［て‘1レマ）と

フランス （｛ンドシナ）にl喝し，しかもイギリスコ

モンウ J Yレス1J,_I{こは多くの米輸入国企t{ijんでレfこ

しアランスの均今も米輸入，tiJ坊として相当に主要

な他民地をかかえていた ー輸出入l行場の被保と

外貨決済問題山純手llfどもたら Lfこい38),, （イIリス

ClTンウ 4 ルスの Jンパーのrillで品目ばれた（下tlawa

i¥greemcnl 1932のImperialPreference／，二上って十日比に

市i坊を繕保した。フランスは従来からインドシナ米以外

山米輸入に対しご，i取税してきたが，恐慌？を，一方そそれ

をiJI上if，他方輸出奨励金交付による帝国外市場への輸

i I ¥1h：進に努め，常／Jq内耳元i］／きは無税とした）はL3旬。

先にみたように， 日本の「常国内市場」はこれ

らとは異なる発忠のもとで早くから育成され，た

またま恐慌時に確立されたのであるが， 30年代に

は13本をはじめとしてイギリス， フランスさらに

γ1 ＇） 力， スペインが相次u、で「帝l'isl内市場！を

Jf)I戊したυその結果，世界の米の貿易量の；1分の l

がこjI i', 1rf場山Jf＼／.引さによって占められるにL‘た

った（1933年以後〕。この割合は1920年代中頃には 5

分の lCLとし C11本）にすぎなかったとu、jヲれる

(11:40）。これによる市場の縮少からもっとも大きな

被害をこうむ－）たのは，植民本国をもたなし、与イ

凶であった。 またt'l由貿易のもとで発展してきた



1971050049.TIF

近隣諸国がドイツ料ドfツの輪人減少は，l, 42) / > :'f ,J－；，日ルに_j'jける米v『） f河村t/I¥ ( L 

” 

j、： 1: ' 

米TiJrからの精米輸入に禁止的高率関税を設けたこJソハーベ：；；入Jも相ゴえよ減少を見／こ。

さらに初年代ドイツの農業保護関税引上げに>--, 「子fl；’i王］［AJもし Ii本山γ~ -( J）米山iN::i入lトj八Jは，

よる米・ス力の輸入抑制策の結果であるG

プランスのインドンナ米に対する関係とfri］じこ

を除外してみるよい・， i工、 jl山｝年fにifI tr{をml
J
 

i
可j一ー「

イギlJスとビルマ米の場台にもあてはまるl, I十
ι－ t ... ’ 

；，＇！、としてと.＇） j長は句1三i欠大i、彼！Jljにかけてほとんど

日γ！日したと·~えて仁いであろう（：X'i2l<, 弘・iI 上＜ll..総

人が衿し＼ 11¥iひ{ii的1t,1にあ ＇） fこ【，(1 A 1すfいト：イン (Imperial Preference と他l~l米にけする高率関税品目；l深入

WI ,¥J II寺山ヨ一 ¥J / ・' ~t/'il 正i を！臨床した農業保議，イ；ト；二’ ）< ）~ さ Fふ dil\Jitj1l1t tしl I I Iてあ心

双あti弘協定，！？ウタ；L,'i・ -J 政策f1;;,,,; I I：税ノ＇ft,いに（1¥: IすJf/r'fi（二；＿ <, ,:1111］人i1，｝：ノレftSlH1：ノiしいぜゾこ

れどの貿易障占状をおかしてこfーいりパiijJ坊への輪l誌i;;r1 1〆ド点11.11勾I・1 ~;; tl ;~ :r; ／.：仁〈〉と＼，~:', j i ,_ :., 

l’制1W:1iliU,;J （｝） 特必：，.~/I＇，企 J，；，＇／人主せることはラJ1,"/ 1'i ~JJ 'tをI.；トー〈前i,J人iL lりトタん、i二｛J（：トMt1i'1J:l・ Iこと

(' i, t f，なし、かぎりきわめて難Lレことであ ＇Iこ、L一心， j¥ ；・，う、l二W/IJll(tfu,,1I工 { I：シ 1

このII年！”にfl3-¥1 ゾパのi¥ifi,i/Ufl¥；が私、i 
1
 

4
 ‘
 
y
 ’
 

F
 ノ,,') f必v、；〔と ） 仁，， ＇以内1j,1llL＇］＇）りl: !Hf ,,, ＇ぃI_／二.';, 

二日）上うた条nによ，-c ,rfG L くih主少LC，、，：＇.， !;';, 

lりl主Ji tう（出 i1'%1 lυ 

し／二 ,J• ＇こ I大cf），上・1i，一片；.；＿ ,・' j.上, 11, I I，、
I j ,J, 

11111n rJ1. ;1 i際＇；j5(::. ( ..... ／’＂＇r'ii1,1人l¥iJ日；上、’｝ ' 

すテン.T I ') !J山輸入r1og-,1)( J '} ・)1、14) 化ゴ j.ilt/J~j/ig りでは符 L ：折、たし／こ βるを？戸ji't'.J'd 与） . 

VL i
 

e
－
 

J

日日l’，・1;'¥l付、j,Ii j込iへ，J)Jit FちとJ l 1,.1ーノ、必、 ;J＇ν》il〔Ji「，； ) < !J 

ト！！ '' ': J、上外山米輸入iii場ど L・( it 1 ノ E、こ1べ：i・/?411.j十こと， l '.1ゴ（） ijイに号：1，ょぷ延期と Lぐ‘

Yランス（，民内ア ！ 1) !; 

二JIJ, ぴl,r若i主！もliゆ，if,

1'4 1 > I；ぷ品の tt ーパ，

tc ·'~ ,'i'込｝ソ要，な（， Jlごあるか，

Iii：＇！，干し＇）ヰ；，；，ジ，jせい＇） ;'.., ( ,J）中hiノ，1¥iH，；；二nしく；J,
'd %.!iυ ）定）jl：士川·~，，，llD]/;, ., ・1ード十る役｝；1］；全人、主

1コアなど山輪／l',1,',j農，m；物：1ユ一仁一、十、i」、く山付与し品.－；: : ＇，、状けL；こ,Ii,

1）（，~ 山 '.j!jc化i品 f'1\・む；長山輪人をt科大主せてL、yた）｛｝；:xi三1k }( ' ～、( ，／）怖人1Jil＼い

J米の輸入1:t初期にはイ干リ｛；－がt・，、ヒうであと3υif~1'1ii 主亡 ，！ I ¥fi会作ハ米山fiV1 fをなお比大主せた山

プランスの精米所が東南ドイ、ソ，オランゲ，ス，'] -11 ＇） ノ、lとγフリブJ.tsよぴ」trt，アメリかのIt‘ 

しかし東南f シアからの米を I~ 持して供給した。輸入rl'ilJ,;c勺！？？大傾向であ.'t二（抗 LI~]) • 

Yジγυ）J大輪／I 'ilts｝で精米するようになると治］妾第 iJミJit 三lー ιJ Iノ，、心）、jミi陥入l土，［ 

主人に第 1次大戦前後これ「》しりiij Jj,j：ニj_'[;，，れたリ［！］；二ふる仁〉トニ；HJt¥o / 1.；；土i邑じく111々ひ i. ¥-/ iぜi1i'1J-!i.: ,J; 

ヲ片ン・ 1’メリかでも米r.!〕＇f'.1）｛；点、i，うもi》 1' ・; ') -/J、4 ノ／イ、ソ、I法陥人11I :tノ Jンベ τL ，＇二十！

アル I;->-f-＞でtti~.:,\ とくにノソジ ！~＇）•／：.人 L,二什IIキ！草JJ>I山人ヘ： r仏イ＇<:T; :! ｝くら！：（1¥0 J ¥ IJ 

つ／ミF:;,. ／上i：土 l(Iゴ｛）WlHtに.t ）て1141人1W11宅企はかり，

年代半iこは米輸出国にかわ ＇） た。

/. 
》 J ,, ；止！；' ｝、：， <l円JJilし／二Jぺ上 ノI> ーベ f（「ーと eふ

こjtらび）上也h主で

はきわめて少母の米を輸入宇る闘がきわめて多数

これはノう：.， I, ,, ) LE{ I人j小友生淳一伝i込誌のために:rl
物関悦合大中／，j／こり｜きJ.げた結果，；慎｛託（後に｛JI￥；球

科t〕でf愉人三 jlる f:.. ；；シ←f米（自，1nHnゴ〉競ノft)) それ（， 山米＇.M要の実態（とくに第2次大戦iこ;hf),

11ii主l) ＇二－ ) ＇、ui矢iiるJ:L i, /.( L、υ ，いずかにWrJ尚
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1930年代の氷の貿易パターン2. できることは， so年代に「帝国内市場」が形成さ

第 ＇.OJ；大戦前までのう｜とのiιi際貿易の発桜rr i-., たとえ；fフランてのJ¥}t，にはイ：［シナ米九て，

それらが年i二’おりした諸別々全概観してきたが，主たイギ II ノ、iiピル叫ソフ
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おこう。次の招4表ぷそれであるn

西インドの杭民地にU、っそ

しかしラテン・

ブーブ斗 2レの米

う多く求めたということである。
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I ffl:Jtfこ注目十；／ tば‘ーまずヨーいけ~， －ノL、でア

ジア，さいごにアジア以外の新興市場（ならびに再

3 ロッ、ぃハ輸入｛需要）増大に支えc:,J. t fこ。

これら地域諸国の輸入（需要〉を増大（あるいは

倖滞）させと要因は生活水準の上昇に伴う消費の

糾引包（ヨ」リノパ）， i'l 1+1貿易の七とでのほ際分業

化の進展ー…とくに農業・農作物聞での一一（典型

的；こは東南戸〆 7の当日干の！：／［民地ニ I・ ，ロン，柊f}fj，レ

…， 1 L ドネシア， fンド＼キューパなどF百インド諸島，

Yづ／ソレ），食料｛生産仁社lじして山人口圧のW！大な

L、し工業化jitJ仰に伴＇ ！こ食糧増！日＞＇）おく At( •ド国な

いし日本）, ＇さらに貿易政策の転換（とくに 30年代不

i 'C ！りIJにあ ，／こ さ／；>fこ／，＼1］次的た要因と Lて米の

加工調整技術，海連・流通組織の発達（近代的精

わりじ再輸！ド＇＂＇ ための総入）を見出どすこ止 はでき

ないだ乃ち ο

llliの主たる要因については， L、し、かえれば， j!j

1t1tt 易のもとでの国，当~fj業化のJ住民が 19三0{F代中

頃までの米の国際貿易を拡大させたが（<144), :10年

代t二入ってWI間引上， l伝国内オi｝込i形成icど一連

の保護貿易政策（一一今国内増産・自給度向上〕強化

v二J ) jもて米c<,[:rj際貿易土停滞t；＿＂、L編少しくいっ

た， という一二とになんう。このi品佐で， ,1ーロソ

パとアジアは貿易拡大に大きな役割を果たし，ア

ンア以外σノア Y リカ，ラ子ン・ γ 」リカt土：m年代

不況期に一一アジアの輸入低下を補って一一世界

市場規模の維持に役＿，7..』之｛輪スdiIll規模の拡大の過

程で，アジアの3大輸出国は米作農業に国民経済そのも

のが特化しとゆきえた，と考えられるの 朝鮮・台湾

j可十見本的側ょ I帝［FIi付れ給自}LIじっl,.:_ :t t，がう

が，現寺l的には；i大輪UIJ過と｜日lじく特化した）日

このように Lて展開してきた求心国際貿易改，

1930年代＝第2次大戦前に具体的にどのよう与パ

ターンを成していたか， それを示すのが前出の第

4表（米の｜一対際貿易パターン1934～38年）である。これ

について若干の特徴を指摘しよう（1920年代中頃の

ペターンをおlりえなし、が，ここにかかげた30年代のバタ

ーンとはかなりにちがq ていたであろうと推察される〕。

(,() 先にふれたように， 日本の「帝国内市場」

（日本木ヒ朝鮮，台湾）は，この時期tこは他の輸出

入市場とほとんど関係をもっていなかった。 「帝

ii;!内自給l0l足圏jを完成していた。

（ロ） 日本を除くアジアの市場が世界でもっとも

大きな輸出入市場であるが， アジア市場相互間に

は地理的近接J性に上ると考えられる輸出入関係が

明らかに見られる。たとえばインド輸入市場のピ

rレマ・〆キスタンどの間に，また英領マレ一市場と

ゲイ・ピyレマ聞に， セイロンとピノレマ・インド聞

に， ホLコンと心イ・インドシナ間｝こ著しい。中

国とインドシナ， タイとはζの時期には，ょくし、

われるほどの近接市場関係が見られない。

しかLこれらの地1型的関係は， その背後に

とくにこの時期について 差別関税による「帝

lti内市場j関係のあ J ，たことを留意すべきであん

う（ホンコンを除く〕。

ホンコン，英領マレー（土くにシンガポール〉の

この時期の輸入社再輸出の減少によって著しく影

響（縮少〕されていた。

川 ヨーロツノ2の輸入はこの時期iこ増大傾向に

あったが， それはフランスのインドシナ米輸入

（他からはほとんどなbうによる。ピルマ米は西ドイ

ザ・オランダが主でイギリス本国』こはわずかしか

用加しなかった（第4表の注参照〉。インドシナ米の

アラン λならび仁アブワカのプランス領植民地へ

の輸入は注目さるべきである。 またビJレマ米の英

知西インド，エジヅトへの輸出も同じく「帝国内市

場」関係を示唆しているといえよう。 タイ米輸出

はこの時期に減少したのに反してインドシナは著

49 
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しく増勢を示し， ピノレマもまた若干増加した事実 面にはもちろん，輸入国の需給事情・消費＝轍要

；土、［帝同内市場jdともたず品民Aだけでアザア以外 の特＇I≪＇それムの変化に／山、てもパ前提して！［玉

市場に出ていたタイ米の不利を反映したものであ とんど述べなかった。必要な場合にさえあえて立

る｝ 入らなかった。 その理由は一つには，あえて詳細

ヨーロザハの域1fg，総入（イタリー，スパイニからい

輸出）が，アジアを除く他地域に比して多いことも

注意さオしよ行。しA、しヨーロソ，：の輸出は再輸出

の低下により著しく減少傾向をたどって」、た（第2

同参照）。

（斗 アJY，ヨー 1' ソバ以外（！）地域， とくに雨

北アメリカの輸入は世界の貿易量から見ればほと

んど注目にが［いしな＇， 'iまどではあるが， Jぐに件j

jじア Jリカ（ブラジノレと南アメリカ諸国！ill, キューペ

はど中米首II~ ＇＿：ア l11 !J .~の間）ハ貿易 jえにiじしーに

は相当大きな地域的市場圏か成立してし、ることに

注意すべきであろう｝南北アメリカと γソリ力に

吋してHTl アの1大輸出国かん相当込山米が車lJi]

出されているが， これはアフリカ，ニJf>•I') 

1／カの、化自伝（需嬰）ぷ比較的に弾力的 Jあるー

とを暗示するとも考えられる C,145）。そのようなdi

；こ［帝国171市場i特恵をキマ・＇ IこビJI.- '' fン F'

乙ナの米がこの時期に売込主れたものどし解さむ

る。

（材 y ：＞、、ア以外山地域における米は喝貿易・ ti:

産ともに， とるに足らぬものとみられがちであっ

たが， ヨ－ ,, '.'Iノ七アメリカ，グラジ ！＼.， Jなどでい

第1次大戦時から輸入社絶，価格上昇，保護政策

強化の結果として閣内増産さらに域内輸出を実現

するまでに成長しつη あったと tを見孫［てはk

らない。すでに米はその頃から牛．産・貿易ともに

非アジアに拡散しつつあったと見るべきであ人

ワ。

〔本稿では，はじめにふれたように，米の貿易出

愉入市場の展開に叙述を限定Lた。輸/I＇，・供給似！！

ラ0

にわたサて一一ーしかも不確尖なデーケーで 問問

議することをあえて避けたこと，ニつには本稿の

日的か（， して抗日を明示ずることと‘ i序説J(10:'fl¥ 

分である I19:30年代までの展開」にいたずらに詳

細にわ／二る必要（-J:l山、と｝すえたことに点》る。本い

であえて省略した側面ないし分析は， 戦後の展開

を問題とするさいに多少とも詳細に立入らざろを

えないであろうい16）〕川

( ii: I) いfH 1,1りー出l(/) （.＼占 輸出鼠（内輪 Hi を.~；·む）。

11.J Jill: : 11篠じけ1909～13:1, 1924～28'1 , 1934～38'1 
(It/ ;i ）γJな れ／」（籾・ドlle び， lれ動I• (,"I）。 I.L l¥., 

!ntl'rnational Yearbook of Ag1・frultural Statistiほ

か p’qa:.
( ,l :n (Ii :l)々 照。
( 1J 3) Cheng Siok-Hwa, The代icelndust1:v of 

l111n11a JR52 1940 (Singapore, 1968), p. 2・側1

！日間～1890>1、iりをみ j' L＇ノレー.t, 切 （, ｛ムilHfン

lシナか，・，ヨーロッパ市場向1'1米輸出監は，総計74万

2的。｜ン，う t，ピノレマか「Jの輸fl¥は65万7000トン，r19

'!ltl '.・,1；めてL、／（刀，id.,p. 209）。ヨ－ p yパへの平、的11:

{. tピノレ吋が主であったが，その大きな部分が粍l米t.J上

作“CargoRic邑”（20～30%ないし 3分の l以上もの料l

米を合む〉であったことに/1立。（L.n. Bacon & F. 

C. Schloem巴r,World Trade fπ Agricultural Prod-

urts, I. I. A., Rome, 1940, p. 84.) 

“Cargo Rice ”c!）形での怜/11が多か yf：ことい

とくにヨーロッバ1,,j－一丸1・翰送中の変質防止とj車釘

節約（籾米に比して）のためであったが，結史的に，t

I ！？ソベに；，ifi;(1（；大精l:l'ii.・，建f没予 ／））＇IJ; l, jiJf,', !': 

池内f, ,,illv置物（ / /J，私Jカノ） ιJ飼料ii]l!j古：もたら：＿＇

十，，.Jr ＇／，さに .d亀（；fる精米・／Jll_l企11f能に Lたことによ
,1,1桑v>J払1、在治耳1L t:o 

( ii 4) P. Blankenburg, Der Reis, pp. 92～9cl, 

108, 126～127, 

J. C. Ingram, Thaila坦d’sRice Trade & the Alla-

cation of Resoun・es, p. 107. 
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Chien Siok-llwa, pp. 20(】～201，弐）9.

J）記述から併記。

Ol:5) 臼ーロッパ諮問の米の 1入、＇1たり消 'f1t1;1: 

（食料用以外も ・fr,-む）は，平均として見れば， 1924～28

年 4kg／’l ：，ユの後現在 f で~） kg／年程度.: 11 t －，て

いる（イタリ ，スベイ γたとも、攻の米＇l,;f!,,・;,, 1 

人、＇'Jり約8kgで全穀物消費の2～3%にすグなし、〉。

(International Wheat Council, Trends in t:Vheat 

Co11sum/1/h川、 1964,London，ド 17,A51～S3) 

uun c u J参照。
( ii: 7) • I ッパか1 十. '• 1lf輸出口，：，，.I，，：大

戦rliiの58/jトンから， 19201十代には35万トンに減少 I

た。（T.. B. Bacon & F. C. Schloemer, p. 89.) 

C/t8) ( 4）にノj，すfをい；： jる指定。 20iii/.,', iij)if( 

までのゴ ，.ノペの輸Ill人i う，j 9る統計I, ・, わめて

少なく， ・t 1~ HI山ご汽；，し：ムいし） (, ・1可定的Hi注 II)、

なLえイIL、。

（注9) こ，＿！）H与期0)I再ヨ一日ソパ，m岡山 r:業，消j業，
海運,J）発： .j, ゅの熱常l!illCtiJ.¥・Iメ担力＇＇ fr!.),.経

済強 1)12に ！＇• : I I , ・ ~！移響に〆｝｝、「：， L C. A. Knowles, 

The lmlustrial & Conmierdal Revolutions in 

G1・eat Britain during Nineteenth Century, Lon-

don, 1921, pt. l & VJ.，必anomicDevelopn川 I{in 

tlw 1Vinet川 1thCentury, Fn111川 Germany,Russia 

& the Unit,,J九＇tates,Lorn！円n,1931, ch. 18:2, J. B. 

Condliffe, The Comm<'rcc of Nations, London, 1951, 

Chapter X. に持調II に：，J~へ C】れている。

(lUO) ノj、 貿易の発廿： （ICJl!i :,,, j麦、！’j可j ）い i斤ー

業中命のl','i'1t"i1ffiJであろ !, ，，，リ，れる Cf'tL ,:, 111芥

「小変絞済J, 11/j相138年，34ベ－ ；；－）。同じことは米の貿

易の発展初期についても妥；！うするーーさらに熱帯村ill;

地，｝）ぷ特Wtちにつ1ぜ、ても。この舟につし、てJJl111'10 tllll'ii 

怠識から：＜｝，，；！ えそ与えたじ』 iR Nurkse c,1•,1 ,f'，あ

る （Pattげ nsof Trade and /)e-uelopment. ¥Viじι
sell Lectures 1959.）。

( iiJl) 三トーロッバ i•J l'l.J:.凶米，，＿ L に (Jr'，·く 1J• ら f

ンド，：／ ' '/ t：がさj）ιヘャ：，， •ii iんら ！｝'" i /;111 ¥ 1 l 

ていた。 l1-i ,, llf)l'f,本1111,•. : : rn、＇1￥；ヨー＂ ' tこ
輸入さt」人、にといろ（ChengSiok-Hwa, p. :010.）υ 

0112) ピルマからイ γ ドへの輸出却は19101ド前後

には大約60万トンと考えりれようにhengSiok-Hwa, 

p. 211.）。

（注13) l仁 l＇＇＂＇際貿易む｝乞 t"'I＂光 frLて， r,:, i免

n守分業〈生産総LU；時と治入消費問への分ft）が存在し
た，というわけではなし、。米の国際貿易が拓かれ，貿

易に上る国内需給ギャップの調整がいっそう符易に行

なわれるようになったことが，米の経済における国際

分：／； ＇・：促進した。こ ，jIことがかえって米の貿易鉱大を

加古化した，とい j -＇：である。

C M4) 満鉄東浦経済調杢局編『向l度概観』，昭和18

年， 447～449ページ。

( /!15) Baljit Singh （吋ふοurF:conomic Condi-
tions (Agra, 1914), p. 91, 97. 

( ii 16〕 J.P.Bhattacharjee (ed), Studies in Indian 

Agricultural Economics (Bombay, 1958), p. 10, 17. 

(tu7) 1937｛ド3月まで， ピノレマは「英領インドJ

（“British India ”） j) A 部であっとから， ピノレマ点、，，

〆 iへの米のf,/ilしんe下剣はわかりにイ I，、。 I.I. A.，万

統計では1937年にはじめて記録されている。他の資料

に Tれば，1908/9～1912/13年平均で78万トンの輸出が
企J t ・ (L.B. Bacon & F. C. Schloemer, p. 79 Note.)o 

t f. Cheng Siok-Hwa (p. 211) f.し 1891～1900:r 'V 

J'J407, 1901～10：ド571,1911～20イV797, 1921～30:r. 

848, 1931～39年1,515(1，、ずれも1000トン〉の輸出数

字をあげている。 Wickizerもこれらとほとんと’同じ

数＇r'ペ示しているが，精米換算fこか人， Chengのそれ

( t:';本・籾合算）とは 殺しないことになる。こことは

他れ統計を II. A. （精米・籾台算〉によったので，

Chengのそれを利用ずる。

0主18) V. D. Wickizer & M. K. Bennett, The 

Ri,,e Economy of Af，岬soonAsia (Stanfordラ 1941),

p. 158. 

L. B. Bacon & F. C. Schloemer, pp. 79～80. 

( tt19) Blankenburg, p. 150, 157. 

( c'L20〕 仏領 f乙：日ノナの米輸HiLt :ti 3分の 1か（，

:o,・tJllがi奇接んらいけホンコンff111で中沼に輸入さ

日、たと !lr, 3., !"., (1926～30；：こ：了Do

CY・ アンリー『仏領印度支那の農業経済』，昭和16年

「lj，東亜研究所， 中巻， 188ベージ， 215～216ページ
，，，：，•，＿；，じによる推従。）

(, I 21) このli仁 h ては Wickizer(pp. 154～1S8) 

かれ・＇ l興味ある指摘をしているが，いずれも確定的で

Utt L、。

(1.l:22〕 円本は1890年に凶作のため 182万石の外米

（人ぷ守ピノt,-,)r，輸入 if二aそ，＇） if，；、村入の増加はf官、
) :: り （二子、米1000/i。 1石＝150kg)0 
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r 1.111) L n. Bacon必ド（ メパ山川島111er,P-99. 

r: 1-ll) V. D. Wickizer. PP－%～＇J7 ＼ぷ/I},107～ 

1()局、ージ）の叙述も同じ：とをお話！い r . ＇る。

（陀42〕 （注38）参照。 Wickizerによれば，インド

シゾ ＊））倫／U抗しは， 1926～30 if1:: I Iブジ γ 消［叫に約
70%が｜白］け 1＇，れたが， 19:16～泊1-trに1.Hi:J%がゾヲユ ζ

と仏／iH植民地1.SJであ.t: ( p. 95. ；沢｝ふ 106・＜ーシ）n

c n ,1:n 第 l、2次よ、戦問の貿易政鳩山向き Iii大ぷ
i Ii!: J.l.11¥さjl るの

L,・a)--!ue of Nations，ι？川111111・rcia!l'o!icies in the 
[11/,'!"ii'ar Period: lnten1,ltio11a! l'n小川als& Na-

I iuna[ I'olici，’・s, Geneva, I 9-1 :! 
(rL44〕 米内国際貿易の発民合「凶係分業進艇のプ

ロセスJとQ＿乙，＇／ J場け， j でに j免 l~.謙て『i什界投球物

アジア経済研究所刊行……““

,ii'{¥, "1（日仁J（東京，大明堂，196:l年），お＇＼ Ii 1;'d llf］擦に

:it，、、されは、る。合意的には， V D. Wickizer, p.97. 

しど,.i:, 108ペ ジ〕によ4られる。

(/:t:45) J. N. Efferson, The Productio河＆ Mar-

keting of Rice (New Orleans, Louisiana, 1952), pp, 

5lli～519. 

l_ i主46) 本筋で省略された側面一一供給，消費・ ・;i,;

獲については，アジア諸国について， 1920年代から30

'I,,., -.! ；ノゐ μ（：綱な検討が次記にhlいif：ヌfl?,o 
¥'. D. Wickizer & M冒 K Bennett‘The Rice 

Fco山 111yof 1'Ionsson Asia, Stanford, 1941 （玉井

氏叫・以Ill／，，リ！訳『モンスーン・ 7/ "/ C'ノヰミね経済』，

t造林水産業生産性｜向上会議刊，昭和33牛。）
（経済成長調査部主任絢盗研究員）

海外アルミ資源の開発

jl!j' ｝る 滋編箸

A5宇り／J:!41'l/¥1000

アノレミニウム工業わぬ状と課題を概観し， さらに資湖、闘の開発

状況を［:Ji!}}ljにとらえた好箸。アルミニウム工業の現状と課題／

アルミニウム製ぬj日原料資源／アルミニウム国際独占資本の資

源獲得競走／名前（ヲヲン・アメリカ／オース lヲリア／京市

アジア／ -fン！／／ソザカ）／その他

援助の実態と経済政策

原 質天編著

A5半IJ/274賞／￥850

媛劫の効果を和11Pな夜／）「1:u定自として計量的に捉えることが極め

て困難な今日，桜UJJc'ノ実態を分析し，その実態にi:!llした総合的

な経済政策が追及されなければならない。本書理論篇は援助政

策の変遷とその政治・経済的背景を追跡L，実態篇は，インド，

パキスタン，台湾の最も中心的な援助プロジェタトの分析を試

みた。

”.....・B・E・....”アジア経済出版会発売
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